
　かつては日本でも幅広く生産され、日用品の原料としても身近な存在であった麻だが、産業用
途で用いる「ヘンプ」の取り組みも長い間大麻取締法の厚い壁に阻まれてきた。これまでも本誌
では「今から始める大麻栽培」（2012年9月号）、「産業用ヘンプの世界最新動向」（2017年
10月号）と特集を企画し、ヘンプの可能性に注目してきたとおりである。世界的な産業用ヘン
プの合法化の波が押し寄せ、わが国もようやく大麻取締法の大幅な改正という潮目を迎えようと
している。産業用ヘンプの振興に尽力してきた関係者にとっての感慨はいかばかりだろうか。前
編では、ここに至るまでの経緯を整理する。次号の後編では、法改正後の展望について生産・振
興・育種等の立場の方々へのインタビューを掲載する。� （まとめ　赤星栄志・加藤祐子）

産業用
ヘンプ

医療用
大麻

嗜好用
大麻

品種 繊維型 中間型・薬用型

THC
濃度 1.0%以下 5 ～ 25％

現行法
の適応

改正後
の適応 （上限基準値

は未定）
（有効性・安全性が
確認され、承認を得た

ものに限る）

〈植物の部位による規制〉■大麻草の分類と法改正の概要

〈THC濃度による成分規制〉

※THC：�テトラヒドロカンナビノール、�
大麻草に含まれるマリファナの主成分

規制対象規制対象外

種子 花穂

根

葉・未成熟の
茎

成熟した茎
から分離した
樹脂成熟した茎 

（樹脂除く）

大麻取締法の75年ぶりの
大幅な改正でどうなる?!

日本の
産業用ヘンプ
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特 集 大麻取締法の75年ぶりの大幅な改正でどうなる?! 日本の産業用ヘンプ

大
麻
取
締
法
等
を
改
正
す
る
背
景
と

産
業
用
ヘ
ン
プ
に
関
わ
る
変
更
点

厚
生
労
働
省
（
以
下
、
厚
労
省
）
は

２
０
２
１
年
に
検
討
会
を
開
催
し
、
翌

22
年
に
は
厚
生
科
学
審
議
会
に
小
委
員

会
を
設
け
て
、
大
麻
取
締
法
等
の
改
正

を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

①
国
際
情
勢
の
変
化
、
②
国
内
の
大
麻

事
犯
の
増
加
、
③
患
者
団
体
か
ら
の
医

療
ニ
ー
ズ
、
④
麻
文
化
の
保
護
と
新
し

い
産
業
創
出
の
４
つ
の
側
面
が
あ
る
。

大
麻
草
は
、
用
途
別
に
産
業
用
ヘ
ン

プ
と
医
療
用
大
麻
、
嗜
好
用
大
麻
に
分

類
さ
れ
る
が
、
日
本
の
大
麻
取
締
法
は

こ
の
分
類
に
適
応
し
て
お
ら
ず
、
世
界

の
潮
流
か
ら
長
ら
く
取
り
残
さ
れ
て
き

た
。
い
よ
い
よ
日
本
の
ヘ
ン
プ
は
夜
明

け
を
迎
え
る
の
か
―
―
大
麻
取
締
法
の

改
正
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
時
系

列
に
追
い
、
産
業
用
ヘ
ン
プ
の
国
内
栽

培
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
る

の
か
、
そ
の
要
点
を
ま
と
め
た
。

大
麻
の
調
査
研
究
成
果
が 

44
年
ぶ
り
に
小
冊
子
に

大
麻
取
締
法
が
75
年
ぶ
り
に
大
幅
な

改
正
に
至
る
き
っ
か
け
は
、
厚
労
省
の

補
助
金
を
受
け
た
「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
等

の
濫
用
防
止
の
よ
り
効
果
的
な
普
及
啓

発
に
関
す
る
研
究
」
だ
っ
た
。
こ
の
調

査
研
究
は
16
～
19
年
ま
で
23
名
の
研
究

者
が
参
画
し
、
約
３
０
０
０
万
円
が
投

じ
ら
れ
た
。
研
究
成
果
物
は
５
冊
、
全

表１：今回の大麻取締法改正までのおもな出来事（※ は国内の政治家の動き）

【1948（昭和23）年 大麻取締法 施行】

2018年

1月 嗜好用 厚労省が精神・障害保健課に依存症対策推進室を新設
6月 医療用 米国食品医薬品局（FDA）がCBD医薬品「エピディオレックス」を承認
8月 嗜好用 薬物乱用対策推進会議で「第五次薬物乱用防止五カ条戦略」を決定

9月 医療用 ドラベ症候群患者家族会、日本てんかん協会、日本てんかん学会、日本小児神
経学会が「エピディオレックス」の早期承認を陳情

12月 産業用 米国の農業法改訂により全米で産業用ヘンプを合法化

2019年
3月/5月 医療用 秋野公造参議院議員が国会で質問

「大麻取締法第４条の医療利用禁止条項があっても治験は可能」と厚労省が答弁
4月 嗜好用 警察庁が大麻事犯の取り締まりの徹底を通達（23年まで有効）
12月 医療用 聖マリアンナ医科大学・沖縄赤十字病院が治験の申請準備を開始

2020年

3月 全般 厚労省が44年ぶりに大麻に関する小冊子『大麻問題の現状』を発行

4月 産業用 厚労省関東信越厚生局麻薬取締部にてCBD製品の輸入手続きを明文化
6月 医療用 厚労省の補助金で大麻由来医薬品に関する調査研究を実施（～ 21年5月まで）
12月 医療用 国連麻薬委員会にてWHO勧告「大麻に医療価値あり」を賛成可決

12月 産業用 ㈱伊勢麻が三重県行政不服審査会に「大麻を原料とする繊維製品の県外出荷を
認められない」決定に対する不服を申し立て

2021年

1月 全般 厚労省が「大麻等のあり方検討会」を開催（6月まで全8回、6月に報告書を作成）
1月 嗜好用 自民党が「大麻撲滅プロジェクトチーム」を発足（7月に提言）

3月 産業用 三重県議会が衆参両院・内閣・厚労省・農水省に「精麻生産の維持継承等につ
いて」の意見書を提出

4月 医療用 英国の大麻医薬品メーカー GW製薬が日本支社・GWファーマ社を開設
6月 産業用 超党派の「カンナビジオールの活用を考える議員連盟」（CBD議連）が発足
6月 産業用 厚労省が「大麻栽培でまちおこし!?」冊子をウェブサイトから削除
9月 産業用 厚労省が大麻栽培者への過剰規制の弾力化を通知（22年3月にも再通知）
7月 医療用 日本臨床カンナビノイド学会が大麻由来医薬品の早期承認・保険収載を要望

2022年

4月 全般 厚生科学審議会に「大麻規制検討小委員会」を発足（9月まで全4回開催）
4月 医療用 GWファーマ社の治験届を（独）医薬品医療機器総合機構（PMDA）が受理
4月 産業用 自民党が「産業や伝統文化等への麻の活用に関する勉強会」を発足
6月 全般 閣議決定した「経済財政運営と改革の基本方針2022」に大麻制度の見直しを明記
7月 全般 大麻の伝統・産業・医療分野に造詣が深かった安倍晋三元首相が凶弾に倒れる
10月 嗜好用 米国バイデン大統領が厳罰的大麻政策を謝罪、恩赦・非犯罪化を表明

2022年 12月まで 全般 厚労省審議会が大麻取締法／麻薬及び向精神薬取締法（以下、麻向法）の改正
案について答申

2023年 1月～6月 全般 国会にて内閣提案の大麻取締法／麻向法の改正案を提示
衆議院・参議院厚生労働委員会でそれぞれ議論し、衆参両院で採決

《以下、衆参両院で法案が可決された場合》
2023年 全般 大麻取締法／麻向法の関連省令、関連告示を発令

2024年 1月 全般 改正大麻取締法および改正麻向法の施行
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眠
改
善
、
食
欲
刺
激
、
神
経
保
護
、
抗

炎
症
、
抗
て
ん
か
ん
、
抗
不
安
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
薬
効
を
持
つ
こ
と
が
わ
か

っ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
我
が
国
で
は
48
年
に
制

定
し
た
大
麻
取
締
法
の
第
四
条
に
、
大

麻
由
来
医
薬
品
の
施
用
も
施
用
の
た
め

の
交
付
も
禁
止
す
る
規
定
が
あ
る
。
そ

の
た
め
、
細
胞
や
動
物
を
使
っ
た
実
験

研
究
が
で
き
て
も
、
ヒ
ト
を
使
っ
た
臨

床
試
験
や
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
を
含
ん
だ

医
薬
品
の
輸
入
や
処
方
（
投
与
）
は
一

切
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
規
定
の
解
釈
を
巡
っ
て
、
19
年

３
月
19
日
の
参
議
院
沖
縄
お
よ
び
北
方

問
題
に
関
す
る
特
別
委
員
会
で
、
医
師

で
も
あ
る
秋
野
公
造
議
員
が
質
問
に
立

っ
た
。
そ
の
答
弁
で
厚
生
労
働
大
臣
官

房
審
議
官
（
医
薬
担
当
）
は
、
米
国
食

品
医
薬
品
局（
Ｆ
Ｄ
Ａ
）が
18
年
６
月
に

承
認
し
た
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
医
薬
品
で

あ
る
難
治
性
の
て
ん
か
ん
治
療
薬
「
エ

ピ
デ
ィ
オ
レ
ッ
ク
ス
」（
図
２
）に
つ
い
て
、

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
治
験
と
し
て

国
内
の
患
者
に
投
与
す
る
こ
と
は
可
能

と
い
う
新
し
い
見
解
を
示
し
た
の
だ
。

さ
ら
に
、
同
年
５
月
15
日
の
同
委
員

会
で
は
同
様
に
、
大
麻
由
来
の
薬
物
で

海
外
で
の
治
験
段
階
で
第
Ⅲ
相
試
験
中

ま
た
は
第
Ⅱ
相
試
験
完
了
の
も
の
に
つ

い
て
も
、
国
内
で
の
治
験
実
施
が
可
能

と
い
う
見
解
を
述
べ
た
。

な
お
、
19
年
時
点
で
、
医
療
用
大
麻

の
合
法
的
な
施
用
制
度
の
あ
る
国
は
40

カ
国
以
上
あ
り
、
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
医

薬
品
「
サ
テ
ィ
ベ
ッ
ク
ス
」
を
承
認
し

た
国
が
20
カ
国
以
上
、
先
行
的
試
験
を

実
施
す
る
国
が
２
カ
国
あ
っ
た
。
こ
の

国
会
質
問
と
答
弁
を
受
け
て
、
日
本
も

よ
う
や
く
先
行
的
試
験
を
実
施
す
る
国

に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
同
年
12
月

に
、
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
と
沖
縄

赤
十
字
病
院
が
治
験
の
申
請
準
備
を
開

始
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
翌
20
年

に
は
、
厚
生
労
働
科
学
特
別
研
究
「
難

治
性
て
ん
か
ん
に
お
け
る
カ
ン
ナ
ビ
ノ

イ
ド
（
大
麻
抽
出
成
分
）
由
来
医
薬
品

の
治
験
に
向
け
た
課
題
把
握
お
よ
び
今

後
の
方
策
に
向
け
た
研
究
」（
研
究
代

８
６
０
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
。

そ
の
な
か
で
一
般
向
け
に
発
行
さ
れ

た
の
が
、
小
冊
子
『
大
麻
問
題
の
現
状
』

（
全
１
２
７
ペ
ー
ジ
・
図
１
）
で
あ
る
。

１
９
７
６
年
に
発
行
さ
れ
た
小
冊
子

『
大
麻
』（
全
92
ペ
ー
ジ
）
の
改
訂
版
に

相
当
す
る
が
、
実
に
44
年
間
も
情
報
が

更
新
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
た
だ

た
だ
驚
か
さ
れ
る
。

76
年
版
で
は
多
く
の
ペ
ー
ジ
を
割
い

て
い
た
大
麻
の
沿
革
、
図
解
付
き
の
大

麻
草
の
植
物
学
、
法
律
制
定
の
歴
史
的

経
緯
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
現
行

の
大
麻
取
締
法
で
い
う
「
大
麻
」
と
は
、

大
麻
草
（
学
名
＝
カ
ン
ナ
ビ
ス
・
サ
テ

ィ
バ
・
エ
ル
）
の
植
物
体
と
そ
の
製
品

か
ら
、
大
麻
草
の
成
熟
し
た
茎
と
そ
の

製
品
（
樹
脂
を
除
く
）、
大
麻
草
の
種

子
と
そ
の
製
品
を
除
い
た
も
の
だ
。
薬

物
と
し
て
規
制
対
象
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
大
麻
草
の
「
花
穂
」
と
「
葉
・
未

成
熟
の
茎
」、「
成
熟
し
た
茎
か
ら
分
離

し
た
樹
脂
」、「
根
」
で
あ
る
。

一
方
の
新
版
で
詳
し
く
解
説
さ
れ
て

い
る
の
は
、
大
麻
草
の
医
療
利
用
の
有

効
性
や
海
外
諸
国
の
大
麻
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
の
項
目
で
あ
る
（
第
Ⅱ
・
Ⅳ
・

Ⅵ
・Ⅶ
章
）。
医
療
用
大
麻
だ
け
で
な
く
、

嗜
好
用
大
麻
や
産
業
用
ヘ
ン
プ
に
つ
い

て
も
調
査
し
、
掲
載
し
た
こ
と
は
画
期

的
だ
っ
た
。
76
年
版
で
は
こ
れ
ら
が
わ

ず
か
３
ペ
ー
ジ
の
掲
載
量
だ
っ
た
こ
と

を
思
え
ば
、
世
界
的
な
大
麻
の
規
制
緩

和
と
医
薬
研
究
の
進
歩
の
貢
献
度
が
い

か
に
大
き
い
か
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

こ
の
小
冊
子
な
ら
び
に
研
究
成
果

は
、
我
が
国
で
大
麻
の
規
制
と
活
用
に

つ
い
て
今
後
ど
う
す
る
の
か
を
議
論
す

る
た
め
の
基
礎
的
な
資
料
に
な
っ
た
。

厚
労
省
が
大
麻
由
来
医
薬
品
の 

治
験
が
可
能
と
国
会
で
答
弁

60
年
代
に
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
主
成
分
で

あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ
（
テ
ト
ラ
ヒ
ド
ロ
カ
ン
ナ

ビ
ノ
ー
ル
）
や
ヘ
ン
プ
に
多
く
含
ま
れ

る
Ｃ
Ｂ
Ｄ
（
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
）
が

発
見
さ
れ
て
か
ら
、
大
麻
成
分

の
研
究
が
少
し
ず
つ
進
展
し
て

き
た
。
カ
ン
ナ
ビ
ノ
イ
ド
と
は
、

大
麻
草
に
含
有
す
る
１
０
０
種

類
以
上
の
生
理
活
性
物
質
の
総

称
で
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
や
Ｃ
Ｂ
Ｄ
も
そ

の
一
種
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら

の
成
分
は
、
鎮
痛
や
制
嘔
、
睡

図１：�小冊子『大麻問題の現状』 
（2020年3月発行）

図２：�米国食品医薬品局が2018年に承認した 
CBD医薬品「エピディオレックス」

出典：�https://dapc.or.jp/�
torikumi/20200415.pdf

注：�「サティベックス」は、THCとCBDを１対１で
含むカンナビノイド医薬品で、開発元はエピディ
オレックスと同じGW製薬（現・ジャズファーマ社）
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表
者
＝
太
組
一
朗
）
が
実
施
さ
れ
、
翌

21
年
秋
に
報
告
書
を
公
表
し
た
。

国
連
決
議
で
大
麻
を 

最
も
危
険
な
等
級
か
ら
削
除

大
麻
が
国
際
的
に
規
制
を
受
け
て
い

る
根
拠
は
、
１
９
６
１
年
麻
薬
単
一
条

約
に
あ
る
。
こ
の
条
約
で
は
、
大
麻
お

よ
び
大
麻
樹
脂
は
、
附
表
Ⅳ
（
最
も
乱

用
さ
れ
、
医
療
価
値
な
し
）
の
等
級
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
世
界
的
に
広
く
“
危

険
な
薬
物
”
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
96
年
に
米
国
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
で
の
医
療
用
大
麻
の
合
法
化

を
き
っ
か
け
に
、
全
米
各
州
で
の
合
法

化
が
広
が
っ
た
。
米
国
以
外
で
も
世
界

各
地
で
医
療
用
大
麻
を
合
法
化
す
る
国

が
増
え
る
に
つ
れ
、
附
表
Ⅳ
の
等
級
付

け
に
対
す
る
矛
盾
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

公
式
提
案
を
最
初
に
出
し
た
の
は
意

外
な
国
だ
っ
た
。
日
本
政
府
が
、
大
麻

草
の
健
康
へ
の
影
響
を
見
直
し
て
ほ
し

い
と
い
う
提
案
を
国
連
麻
薬
委
員
会
に

提
出
し
、
09
年
5
月
25
日
に
決
議
さ
れ

た
の
だ
。
そ
れ
か
ら
７
年
が
経
過
し
た

16
年
12
月
に
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）は
依
存
性
薬
物
専
門
家
委
員
会（
Ｅ

Ｃ
Ｄ
Ｄ
）
で
、
大
麻
関
連
物
質
の
等
級

付
け
の
科
学
的
評
価
プ
ロ
セ
ス
を
開
始

し
た
。
事
前
審
査
と
批
判
的
審
査
を
経

て
報
告
書
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
８
項

目
か
ら
な
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
勧
告
が
発
表
さ
れ

た
の
は
19
年
１
月
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、
53
カ
国
が
参
加
す
る
国
連

麻
薬
委
員
会
（
Ｃ
Ｎ
Ｄ
）
で
の
議
論
と

採
決
に
引
き
継
が
れ
た
が
、
採
決
の
延

期
を
何
回
も
繰
り
返
す
ほ
ど
前
例
の
な

い
も
の
と
な
っ
た
。
最
終
的
に
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
の
審
査
開
始
か
ら
丸
4
年
後
の
20
年

12
月
２
日
に
１
項
目
の
み
が
採
択
さ

れ
、
残
り
７
項
目
は
否
決
と
い
う
結
末

を
迎
え
た
。

【
採
択
さ
れ
た
項
目
】

Ｗ
Ｈ
Ｏ
勧
告
５
・
１
：
単
一
条
約
の
附

表
Ⅳ
か
ら
大
麻
お
よ
び
大
麻
樹
脂
を
削

除
す
る
こ
と

こ
の
決
議
を
受
け
て
、
大
麻
お
よ
び

大
麻
樹
脂
の
医
療
の
利
用
が
国
際
的
に

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

国
別
の
投
票
状
況
は
、
53
カ
国
中
、

賛
成
27
、
反
対
25
、
棄
権
１
だ
っ
た
。

欧
米
先
進
国
は
当
然
の
よ
う
に
賛
成
し

た
が
、
日
本
政
府
は
ロ
シ
ア
、
中
国
と

共
に
強
固
に
反
対
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

科
学
的
な
根
拠
で
は
な
く
、「
大
麻
が

医
薬
品
に
使
え
る
＝
安
全
に
使
え
る
と

い
う
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る
こ

と
に
な
る
」
と
い
う
広
報
的
な
も
の
だ

っ
た
。
ち
な
み
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ロ

シ
ア
（
反
対
派
）
と
欧
州
（
賛
成
派
）

の
両
方
の
立
場
を
考
慮
し
て
「
棄
権
」

出典：�https://www.greenzonejapan.com/2020/12/05/cnd_vote

オーストラリア、オーストリア、ベルギー、カナダ、コロンビア、
クロアチア、チェコ、エクアドル、エルサルバドル、フランス、
ドイツ、インド、イタリア、ジャマイカ、メキシコ、モロッコ、
ネパール、オランダ、ポーランド、南アフリカ、スペイン、
スウェーデン、スイス、タイ、英国、米国、ウルグアイ

賛成国
アフガニスタン、アルジェリア、アンゴラ、バーレーン、
ブラジル、ブルキナファソ、チリ、中国、コートジボアール、
キューバ、エジプト、ハンガリー、イラク、カザフスタン、
ケニア、キルギス、リビア、ナイジェリア、パキスタン、
ペルー、ロシア、トーゴ、トルコ、トルクメニスタン、日本

反対国

棄権国 ウクライナ

賛成：27カ国
反対：25カ国
棄権：１カ国

図3：�国連麻薬委員会における大麻および大麻関連物質のWHO勧告5.1に対する国別の投票結果 
（2020年12月2日）
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を
唯
一
選
択
し
た
（
図
３
）。

な
お
、
ヘ
ン
プ
に
多
く
含
有
す
る
Ｃ

Ｂ
Ｄ
は
、
こ
の
一
連
の
科
学
的
評
価
プ

ロ
セ
ス
で
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
と
い
う
化
学
物
質

の
依
存
お
よ
び
乱
用
の
可
能
性
は
低

く
、
国
際
的
な
薬
物
条
約
の
規
制
対
象

外
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

厚
労
省
が
大
麻
等
の
薬
物
対
策
の 

あ
り
方
検
討
会
を
開
催

国
連
麻
薬
委
員
会
の
議
決
を
受
け

て
、
大
麻
取
締
法
を
主
管
す
る
厚
労
省

医
薬
・
生
活
衛
生
局
監
視
指
導
・
麻
薬

対
策
課
は
「
大
麻
等
の
薬
物
対
策
の
あ

り
方
検
討
会
」（
以
下
、あ
り
方
検
討
会
）

を
設
置
し
た
。
こ
の
検
討
会
で
は
、
医

学
者
・
薬
学
者
・
法
学
者
、
弁
護
士
・

製
薬
会
社
・ 

民
間
団
体
・
マ
ス
コ
ミ
・ 

自
治
体
職
員
等
で
構
成
さ
れ
る
12
名
の

有
識
者
が
議
論
し
た
。
21
年
１
月
か
ら

６
月
ま
で
全
８
回
開
催
さ
れ
、
大
麻
取

締
法
等
の
改
正
に
向
け
た
具
体
性
の
あ

る
大
き
な
動
き
と
な
っ
た
。

あ
り
方
検
討
会
が
と
り
ま
と
め
た
報

告
書
で
示
さ
れ
た
方
針
を
下
記
に
示
す
。

①�

若
者
の
大
麻
事
犯
急
増
に
対
応
す
る

た
め
の
大
麻
使
用
罪
の
創
設

②�

大
麻
お
よ
び
大
麻
樹
脂
の
医
療
価
値

を
認
め
た
Ｗ
Ｈ
Ｏ
勧
告
の
国
連
採
択

を
受
け
て
の
大
麻
由
来
医
薬
品
の
使

用
解
禁

③�

茎
と
種
子
の
利
用
は
合
法
で
花
と
葉

の
利
用
が
違
法
と
い
う
現
行
の
植
物

の
部
位
規
制
か
ら
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
に
よ
る

成
分
規
制
へ
の
変
更

④�

薬
物
事
犯
者
の
再
乱
用
防
止
対
策
の

強
化

な
か
で
も
「
大
麻
使
用
罪
の
創
設
」

に
つ
い
て
は
、
異
論
が
噴
出
し
た
。
関

西
薬
物
依
存
症
家
族
の
会
が
「
逮
捕
や

補
導
に
は
効
果
が
な
い
」
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
公
表
し
た
り
、
有
志
の

弁
護
士
ら
が
大
麻
使
用
罪
の
創
設
に
反

対
す
る
署
名
を
集
め
て
厚
労
省
に
提
出

（
署
名
総
数
：
１
万
４
７
６
１
筆
）
し
た

り
、
依
存
症
患
者
を
支
援
す
る
９
つ
の

関
連
団
体
が
「
嗜
好
用
大
麻
を
使
用
し

た
若
者
ら
を
社
会
か
ら
排
除
せ
ず
、
費

用
対
効
果
の
高
い
“
刑
の
代
替
支
援
措

置
”
を
導
入
す
る
こ
と
」
を
厚
労
省
に

要
望
し
た
り
し
た
。

使
用
罪
の
創
設
に
反
対
す
る
人
々
の

主
張
内
容
は
大
き
く
２
つ
あ
る
。
ま
ず
、

刑
罰
に
よ
っ
て
９
割
の
「
問
題
な
い
薬

物
使
用
者
」
を
逮
捕
、
勾
留
、
投
獄
す

る
こ
と
で
、社
会
的
に
ス
テ
ィ
グ
マ
（
負

の
烙
印
）
を
生
ん
で
お
り
、
残
り
１
割

の
治
療
を
受
け
る
べ
き
「
問
題
の
あ
る

薬
物
使
用
者
」
を
救
え
な
い
と
い
う
主

張
だ
。
そ
し
て
、
世
界
的
に
薬
物
政
策

が
懲
罰
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
健
康
的
ア

プ
ロ
ー
チ
に
転
換
し
、
大
麻
に
限
れ
ば

米
国
の
バ
イ
デ

ン
大
統
領
が
公

式
表
明
（
22
年

10
月
）
す
る
く

ら
い
非
犯
罪
化

す
る
国
や
地
域

が
増
え
る
な
か
、

新
た
に
使
用
罪

を
創
設
す
る
日

本
は
逆
行
す
る

と
い
う
指
摘
で

あ
る
。

ま
た
、
国
内
栽
培
で
は
、
16
年
に
三

重
県
で
麻
栽
培
を
始
め
た
（
一
社
）「
伊

勢
麻
」
振
興
協
会
が
、
繊
維
や
オ
ガ
ラ

の
県
外
出
荷
が
認
め
ら
れ
な
い
事
態
を

受
け
、
許
認
可
と
栽
培
要
件
の
緩
和
に

つ
い
て
行
政
や
県
議
会
、
厚
労
省
、
国

政
に
働
き
か
け
た
。
あ
り
方
検
討
会
の

第
５
回
会
合
（
21
年
４
月
23
日
）
で
、

日
本
の
麻
文
化
を
守
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
の
は
そ
の
成
果
で
あ
る
。

実
は
、
あ
り
方
検
討
会
期
間
中
に
厚

労
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
記
載
し
て
い

た
過
去
の
大
麻
事
犯
を
も
と
に
作
成
さ

れ
た
『
大
麻
栽
培
で
ま
ち
お
こ
し
!?
』

冊
子
（
図
４
）
と
そ
の
関
連
事
項
が
削

除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
冊
子
に
は
、
大

麻
取
締
法
で
認
め
ら
れ
て
い
る
麻
栽
培

を
危
険
な
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
過

剰
表
現
が
あ
り
、
日
本
の
伝
統
文
化
を

支
え
て
き
た
大
麻
栽
培
者
の
尊
厳
を
傷

つ
け
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
21
年
９
月
に
は
大
麻
栽
培

者
に
一
部
の
都
道
府
県
が
過
剰
な
規
制

を
強
い
て
い
た
件
に
も
厚
労
省
か
ら
の

通
達
が
出
た
。
近
年
は
、
都
道
府
県
に

よ
り
詳
細
は
異
な
る
が
、
規
制
対
象
外

の
繊
維
や
茎
の
県
外
越
境
取
引
の
禁

止
、
盗
難
防
止
の
た
め
の
高
さ
２
・
７

ｍ
の
鉄
柵
の
設
置
、
24
時
間
稼
働
す
る

監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
、
監
視
記
録
の
５

年
間
保
存
、
後
継
者
育
成
の
た
め
の
農

業
研
修
生
の
受
入
禁
止
な
ど
の
規
制
が

掛
け
ら
れ
て
い
た
。
あ
く
ま
で
も
大
麻

取
締
法
等
の
改
正
に
向
け
た
過
渡
的
な

時
期
に
あ
る
こ
と
に
照
ら
し
て
、
今
後

の
免
許
審
査
等
に
お
い
て
大
麻
栽
培
者

に
過
度
な
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
弾

力
的
な
対
応
を
助
言
し
た
形
で
あ
る
。

図4：�厚生労働省のウェブサイトから削除された 
「大麻栽培でまちおこし!?」冊子
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特 集 大麻取締法の75年ぶりの大幅な改正でどうなる?! 日本の産業用ヘンプ

Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
に
関
し
て
は
、
世
界
各

国
で
統
一
し
た
品
質
基
準
が
な
く
、
特

に
マ
リ
フ
ァ
ナ
の
主
成
分
で
あ
る
Ｔ
Ｈ

Ｃ
濃
度
を
ど
こ
ま
で
許
容
す
る
の
か
は
、

各
国
で
大
き
く
異
な
る（
表
２
）。
現
在
、

日
本
は
Ｔ
Ｈ
Ｃ
を
全
く
含
ま
な
い
製
品

に
限
定
す
る
「
ゼ
ロ
規
制
」
を
採
用
し

て
い
る
。
検
討
課
題
と
し
て
、
日
本
の

制
限
値
を
ど
こ
に
設
定
す
る
の
か
、
市

場
流
通
と
安
全
管
理
の
両
面
で
協
議
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

同
議
連
は
、
22
年
5
月
16
日
に
「
Ｃ

Ｂ
Ｄ
の
活
用
と
健
全
な
市
場
育
成
に
向

け
た
提
言
」
を
厚
労
省
に
提
出
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
の
Ｔ
Ｈ
Ｃ

濃
度
の
制
限
値
の
設
定
の
ほ
か
、
Ｔ
Ｈ

Ｃ
の
検
査
体
制
の
整
備
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品

の
国
内
生
産
・
活
用
・
市
場
育
成
に
向

け
た
法
令
の
整
備
に
早
急
に
取
り
組
む

よ
う
求
め
る
も
の
だ
っ
た
。

産
業
用
ヘ
ン
プ
の
勉
強
会
発
足
と 

法
改
正
の
骨
太
方
針
へ
の
明
記

前
述
の
自
民
党
大
麻
撲
滅
チ
ー
ム
や

Ｃ
Ｂ
Ｄ
議
連
と
は
別
に
、
自
民
党
は
産

業
用
ヘ
ン
プ
も
包
括
し
た
新
た
な
組
織

を
立
ち
上
げ
た
。「
産
業
や
伝
統
文
化

等
へ
の
麻
の
活
用
に
関
す
る
勉
強
会
」

の
第
１
回
目
の
会
合
が
22
年
４
月
27
日

に
開
催
さ
れ
、
冒
頭
で
故
・
安
倍
晋
三

氏
が
あ
い
さ
つ
し
た
。
そ
の
な
か
で「
産

業
用
等
の
大
麻
に
つ
い
て
、
残
念
な
が

ら
大
麻
と
い
う
だ
け
で
偏
見
を
持
た
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
」「
神
事
を
つ
か
さ
ど

る
上
に
お
い
て
麻
は
必
要
な
も
の
。
近

年
は
ヘ
ン
プ
（
麻
）
と
し
て
自
動
車
用

の
部
品
や
ボ
デ
ィ
ー
等
に
使
わ
れ
て
い

る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据

え
れ
ば
、
ヘ
ン
プ
の
活
用
が
期
待
さ
れ

る
」「
耕
作
者
が
未
来
を
描
け
る
よ
う

に
農
業
、
産
業
振
興
の
観
点
か
ら
も
、

政
治
の
場
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
、
こ
の
日
の
勉
強
会
の
様

子
は
マ
ス
コ
ミ
各
社
に
よ
っ
て
広
く
報

道
さ
れ
た
。

一
連
の
政
治
的
な
動
き
の
成
果
は
、

内
閣
府
が
22
年
６
月
に
公
表
し
た
「
骨

太
方
針
２
０
２
２
」
に
現
れ
た
。
そ
の

な
か
で
「
大
麻
に
関
す
る
制
度
を
見
直

し
、
大
麻
由
来
医
薬
品
の
利
用
等
に
向

け
た
必
要
な
環
境
整
備
を
進
め
る
」
こ

と
が
明
記
さ
れ
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

工
程
表
に
も
大
麻
制
度
の
見
直
し
が
取

り
上
げ
ら
れ
た
の
だ
。

骨
太
方
針
と
は
、
政
権
の
重
要
課
題

や
翌
年
度
予
算
編
成
の
方
向
性
を
示
す

方
針
で
、
正
式
名
称
は
「
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
」
と
い
う
。
各

省
庁
の
利
害
を
超
え
て
官
邸
主
導
で
改

革
を
進
め
る
た
め
、
首
相
が
議
長
を
務

め
る
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
毎
年
６
月

頃
に
策
定
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

自
民
党
内
の
大
麻
撲
滅
チ
ー
ム
と 

Ｃ
Ｂ
Ｄ
議
連
の
発
足
と
提
言

あ
り
方
検
討
会
の
開
催
と
同
時
期

に
、
政
治
も
動
き
始
め
た
。
自
民
党
は

党
内
に
大
麻
撲
滅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
発
足
さ
せ
た
。
国
内
の
大
麻
事
犯

の
急
増
を
受
け
て
、
犯
罪
や
非
行
を
し

た
人
の
立
ち
直
り
を
地
域
で
支
え
る
民

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
担
う
保
護
司
や
警

察
関
係
者
か
ら
の
要
請
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。
正
式
名
称
は
「
自
民
党
政
務

調
査
会
再
犯
防
止
推
進
特
別
委
員
会
の

大
麻
事
犯
等
撲
滅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
で
、
座
長
に
衆
議
院
の
田
中
和
徳

議
員
が
選
ば
れ
た
。
あ
り
方
検
討
会
の

報
告
書
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
提
言
書
を

と
り
ま
と
め
、
22
年
７
月
9
日
に
当
時

の
上
川
陽
子
法
務
大
臣
に
手
渡
し
た
。

一
方
、
我
が
国
で
は
13
年
か
ら
Ｃ
Ｂ

Ｄ
製
品
が
食
品
や
雑
貨
と
し
て
流
通
し

て
い
る
。
厚
労
省
関
東
厚
生
局
麻
薬
取

締
部
は
20
年
4
月
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
の
輸
入
手
続
き
に
関
わ
る

内
容
を
掲
載
し
、
こ
れ
ま
で
曖
昧
だ
っ

た
領
域
を
明
文
化
し
た
。

だ
が
、
あ
り
方
検
討
会
で
は
、
新
規

の
大
麻
由
来
医
薬
品
と
、
大
麻
事
犯
を

抑
制
す
る
た
め
の
使
用
罪
創
設
の
話
題

が
先
行
す
る
な
か
で
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
の

話
題
が
完
全
に
抜
け
落
ち
て
い
た
。
そ

の
部
分
を
政
治
的
に
埋
め
る
形
で
21
年

6
月
15
日
に
発
足
し
た
の
が
、
カ
ン
ナ

ビ
ジ
オ
ー
ル
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
の
活
用
を
考

え
る
議
員
連
盟
（
通
称
：
Ｃ
Ｂ
Ｄ
議
連
）

で
あ
る
。
会
長
に
河
村
建
夫
衆
議
院
議

員
※（

自
民
党
）、
事
務
局
長
に
松
原
仁

衆
議
院
議
員
（
立
憲
民
主
党
）
が
就
任

し
、
与
野
党
に
も
幅
広
く
参
加
を
呼
び

掛
け
た
超
党
派
の
議
員
が
加
わ
っ
た
。

毎
回
の
会
議
に
は
大
麻
取
締
法
を
所
轄

す
る
厚
労
省
だ
け
で
な
く
、
農
水
省
、

経
産
省
、
法
務
省
、
財
務
省
、
警
察
庁
、

消
費
者
庁
の
関
係
省
庁
が
す
べ
て
参
加

し
て
、
議
論
を
進
め
て
い
る
。

※�

21
年
末
に
河
村
氏
は
政
界
を
引
退
し
、
会
長
職

は
山
口
俊
一
衆
院
議
員
が
引
き
継
い
だ

表２：各国で異なるCBD製品のTHC制限値
国・地域 THC制限値

英国領ジャージー島、ガーンジー島 < 3.0％
スイス < 1.0％
オーストリア、ルクセンブルグ、チェコ共和国、
フランス、米国 < 0.3％

ポーランド、ギリシャ、スペイン、ベルギー、
ルーマニア、ドイツ、デンマーク、タイ < 0.2％

オランダ < 0.05％
スウェーデン、ノルウェー、英国、スロバキア 制限値なし
ブルガリア、イタリア 不明

※フランス、米国、タイについては22年1月時点の情報を筆者が追記
出典：Health Guidance Levels for THC in CBD products（2021）
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大
麻
制
度
の
見
直
し
は
、
経
済
再
生
、

少
子
高
齢
、
税
制
度
、
労
働
安
全
、
外

交
関
係
な
ど
と
比
べ
る
と
、
極
め
て
マ

イ
ナ
ー
な
政
策
課
題
で
あ
る
こ
と
は
否

め
な
い
。
し
か
し
、
骨
太
方
針
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
課
題
は
、
政
府
と
し
て
早

急
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
無
数

の
政
策
課
題
の
な
か
で
の
優
先
順
位
が

上
が
り
、
実
施
さ
れ
や
す
く
な
る
。
偏

見
や
誤
解
の
強
い
テ
ー
マ
に
も
関
わ
ら

ず
、
政
治
家
が
当
事
者
た
ち
の
小
さ
な

声
を
拾
っ
て
、
政
治
力
を
発
揮
し
た
成

功
事
例
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。

大
麻
規
制
検
討
小
委
員
会
の 

法
改
正
に
向
け
た
審
議
内
容

大
麻
取
締
法
等
の
改
正
に
向
け
た
具

体
的
な
審
議
は
、
22
年
５
月
に
発
足
し

た
厚
生
労
働
省
の
厚
生
科
学
審
議
会
医

薬
品
医
療
機
器
制
度
部
会
の
大
麻
規
制

検
討
小
委
員
会
で
行
な
わ
れ
た
。
４
回

の
会
議
が
行
な
わ
れ
、
９
月
29
日
に
と

り
ま
と
め
（
案
）
が
公
表
さ
れ
た
。

こ
の
小
委
員
会
は
、
前
回
の
あ
り
方

検
討
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
５
名
に
加

え
て
、
依
存
症
専
門
医
、
指
定
薬
物
の

専
門
家
、
医
師
会
の
代
表
者
、
薬
剤
師

会
の
代
表
者
、
生
薬
の
専
門
家
２
名
の

計
11
名
で
構
成
さ
れ
る
。
審
議
内
容
は

①
医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
②
薬
物
乱

図５：日本の麻のTHC濃度 表３：世界各国のヘンプ品種のTHC濃度基準

THC
濃度 国名（制定年）

0.2％ ＥＵ28カ国（2002～2022）、イスラエル（2016）

0.3％

カナダ（1998）、中国（2008）、米国（2018）、
ＥＵ27カ国（2023 ～）、インドの一部（2017）、
ガーナ（2020）、パキスタン（2020）、
ザンビア（2021）

0.35％ ニュージーランド（2006）

0.5％ ウルグアイ（2014）、パラグアイ（2019）

1.0％

スイス（2011）、コロンビア（2016）、
オーストラリア各州（2017）、タイ（2019）、
ペルー（2019）、レバノン（2020）、
マラウイ（2020）、エクアドル（2020）、
ジンバブエ（2020）、チェコ（2022）、
モロッコ（2022）、コスタリカ（2022）、
フィジー（2022）、ガイアナ（2022）

基準値
なし 日本（1948）、韓国（1976）、ジャマイカ（2015）

①荒牧
  （1968）

②世取山
  （1980）

③世取山
  （1989）

④世取山
  （1989）

⑤Lee
  （2003）

⑥根本
  （2006）

⑦杉江
  （2020）

⑧厚生省
　 花穂
  （2022）

⑨厚生省
　　葉
  （2022）

日本の在来種 全栽培種の全国調査
（「とちぎしろ」も含む）

「とちぎしろ」

　
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度（
％
）

1.8

1.6

1.4

1.2

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0

　我が国では、THCの化学構造が同定されて
以来、在来種の麻のTHC濃度研究が行なわれ
てきた。また、盗難防止の観点から栃木県農業
試験場で育成された低THC品種の「とちぎしろ」
は、現在、唯一の栽培品種とされ、THC濃度の
研究成果がある。それらに加えて、厚労省が21
〜22年に240検体（花穂120検体、葉120検体）
で行なった全国大麻除去検査の結果を図５に示
した。
　日本の麻の在来種（①～④）は、もともと
THC濃度が１％前後である。「とちぎしろ」（⑤

～⑦）は、欧米の品種基準にあるTHC濃度0.3
％以下に収まっている。また、厚労省の全国検
査（⑧、⑨）においては、花穂で平均1.071%、
葉で同0.645％で、従来の在来種（①～④）と
ほぼ同じ濃度分布を示した。
　ちなみに、国内の違法な乾燥大麻のTHC濃
度の平均は11.2％なので、大きな差異がある。
　また、諸外国におけるヘンプ品種のTHC濃度
基準を表３にした。現場の運用と安全性を踏ま
えると、産業用ヘンプのTHC濃度は上限１％基
準で検討を進めるのが妥当ではないだろうか。

〜日本の大麻草（麻）のTHC濃度〜
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特 集 大麻取締法の75年ぶりの大幅な改正でどうなる?! 日本の産業用ヘンプ

表４：大麻取締法等改正に伴うヘンプ栽培に関わる主な変更点

参考：厚生科学審議会医薬品医療機器制度部会・第4回大麻規制検討小委員会（2022年9月29日）資料2

現行の大麻取締法（1948年～） 改正に向けた「議論のとりまとめ（案）」

規制対象
植物部位による規制
　規制対象外：成熟した茎、種子
　規 制 対 象：�花穂、葉、未熟な茎、根

THC濃度による規制
低THC品種＝ヘンプの濃度基準を設定
高THC品種（医薬品原料用途）　

栽培目的 神事や伝統的な利用に限定
神事や伝統的な利用のほか、新しい産業利用を可能と
する（例：国産のCBD製品、バイオプラスチック、建
材など）

免許の種類 大麻栽培者、大麻研究者
大麻栽培者、麻薬研究者（麻薬及び向精神薬取締法に
基づく免許に一元化）

栽培地要件

都道府県ごとに運用がバラバラ 全国的な統一基準を設ける

条文に記載はないが、THC濃度に関係なく、高いフ
ェンスで囲む、監視カメラの設置など厳しい防犯体
制が求められてきた

低THC品種であれば、特に厳しい防犯体制を求めない
高THC品種の栽培には厳格な管理を求める

免許期間 1年（対象年の12月31日まで） 3年（麻薬取扱者免許と同じ）に延長を検討

播種用種子
海外品種の輸入禁止

種子のTHC濃度による管理を基本とする
海外品種の輸入も一定条件下で可能に

種子譲渡は原則禁止 国内の種子生産、全国流通を認める

CBD製品 THC濃度の制限値なし
THC残留限度値を設定する
THC濃度の検査体制を整備する

用
へ
の
対
応
、
③
大
麻
の
適
切
な
利
用

の
推
進
、
④
適
切
な
栽
培
及
び
管
理
の

徹
底
と
い
う
４
つ
の
論
点
に
整
理
さ
れ
、

進
行
し
た
。

審
議
の
結
果
、
医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
と
し
て
「
大
麻
由
来
医
薬
品
の
製
造

と
使
用
の
解
禁
」
を
、
薬
物
乱
用
へ
の

対
応
と
し
て
「
大
麻
使
用
罪
の
創
設
」

を
、
大
麻
の
適
切
な
利
用
の
推
進
と
適

切
な
栽
培
お
よ
び
管
理
の
徹
底
に
つ
い

て
は
「
植
物
の
部
位
に
よ
る
規
制
か
ら

Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
に
よ
る
成
分
規
制
へ
の
変

更
に
伴
う
管
理
体
制
の
整
備
」
と
い
う

方
針
が
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
た
。

と
り
ま
と
め
（
案
）
は
全
20
ペ
ー
ジ

に
わ
た
り
、
補
足
資
料
（
全
67
ペ
ー
ジ
）

と
合
わ
せ
て
内
容
は
膨
大
だ
。
表
２
に

産
業
用
ヘ
ン
プ
の
栽
培
に
関
わ
る
変
更

点
を
ま
と
め
た
。
詳
細
は
厚
労
省
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
ほ
し
い
。

最
も
大
き
く
変
わ
る
の
は
、
原
則
栽

培
禁
止
と
し
て
運
用
し
て
き
た
大
麻
草

を
低
Ｔ
Ｈ
Ｃ
品
種
と
高
Ｔ
Ｈ
Ｃ
品
種

（
医
薬
品
原
料
用
途
）
に
区
別
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
栽
培
を
認
め
る
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
従
来
の
植
物
部
位
に
よ
る
規

制
か
ら
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
に
よ
る
成
分
規
制

に
移
行
す
る
た
め
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
成
分
の
検

査
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
る
。

低
Ｔ
Ｈ
Ｃ
品
種
で
あ
れ
ば
、
特
に
厳

し
い
防
犯
体
制
を
求
め
ず
、
都
道
府
県

の
独
自
基
準
に
よ
る
運
用
か
ら
全
国
で

統
一
し
た
栽
培
要
件
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。
極
め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
栽
培

目
的
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
、
バ
イ
オ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
、
建
材
な
ど
の
新
し
い
産
業

用
途
へ
の
活
用
の
道
が
開
か
れ
る
。
長

年
、
北
海
道
ヘ
ン
プ
協
会
が
強
く
要
望

し
て
き
た
海
外
の
優
れ
た
ヘ
ン
プ
品
種

の
導
入
に
つ
い
て
も
、
一
定
の
条
件
下

で
輸
入
可
能
に
な
り
そ
う
だ
。

こ
れ
ま
で
極
め
て
取
得
が
難
し
か
っ

た
大
麻
研
究
者
免
許
は
、
既
存
の
麻
薬

及
び
向
精
神
薬
取
締
法
で
規
定
さ
れ
て

い
る
麻
薬
研
究
者
免
許
に
一
元
化
す
る

こ
と
で
、
ヘ
ン
プ
の
育
種
や
栽
培
等
の

農
学
研
究
を
実
施
し
や
す
い
環
境
が
整

う
だ
ろ
う
。

今
後
は
、
23
年
の
通
常
国
会
で
改
正

案
が
提
示
さ
れ
、
衆
参
両
院
で
の
審
議・

採
決
を
経
て
、
可
決
さ
れ
れ
ば
24
年
１

月
に
改
正
大
麻
取
締
法
が
施
行
さ
れ
る

見
通
し
だ
。
ヘ
ン
プ
品
種
の
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃

度
基
準
値
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
の
検
査
手
順
、
Ｃ

Ｂ
Ｄ
製
品
の
Ｔ
Ｈ
Ｃ
残
留
限
度
値
や
食

薬
区
分
、
海
外
品
種
の
播
種
用
種
子
の

輸
入
手
順
な
ど
の
細
か
い
規
則
や
通
知

な
ど
、
未
定
な
と
こ
ろ
も
多
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
鎖
国
状
態
だ
っ
た
我
が

国
の
大
麻
政
策
が
75
年
ぶ
り
に
大
幅
な

転
換
を
迎
え
る
の
は
間
違
い
な
い
。

�

（
次
号
に
続
く
）
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